
(57)【要約】

【課題】有機ＥＬディスプレイを正電圧で駆動すると、

有機材料の結晶化が進み寿命が短くなる。そこで、有機

材料の結晶化を防止することを目的とする。また、これ

らの駆動方法を適用すると、有機ＥＬディスプレイ素子

が半周期しか発光しないために、有機ＥＬディスプレイ

素子の輝度が低下してしまう。そこで、交流駆動された

有機ＥＬディスプレイ素子の輝度が低下することも防止

する。

【解決手段】本発明は、基板上に積層された第一のカソ

ードと、第一の有機ＥＬ層と、第一のアノードと、第二

のカソードと、第二の有機ＥＬ層と、第二のアノードと

を有し、さらに、前記第一のカソードと前記第二のアノ

ードとが第一の電極端子に接続され、前記第一のアノー

ドと前記第二のカソードとが第二の電極端子に接続され

た有機ＥＬディスプレイ素子の前記第一の電極端子と前

記第二の電極端子の間に交流信号を印加する有機ＥＬデ

ィスプレイ素子の駆動方法である。

【選択図】　図１

JP 2004-170487 A 2004.6.17



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
基 板 上 に 積 層 さ れ た 第 一 の カ ソ ー ド と 、 第 一 の 有 機 Ｅ Ｌ 層 と 、 第 一 の ア ノ ー ド と 、 第 二 の
カ ソ ー ド と 、 第 二 の 有 機 Ｅ Ｌ 層 と 、 第 二 の ア ノ ー ド と を 有 し 、 さ ら に 、 前 記 第 一 の カ ソ ー
ド と 前 記 第 二 の ア ノ ー ド と が 第 一 の 電 極 端 子 に 接 続 さ れ 、 前 記 第 一 の ア ノ ー ド と 前 記 第 二
の カ ソ ー ド と が 第 二 の 電 極 端 子 に 接 続 さ れ た 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 の 前 記 第 一 の 電 極
端 子 と 前 記 第 二 の 電 極 端 子 の 間 に 交 流 信 号 を 印 加 す る 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 の 駆 動 方
法 。
【 請 求 項 ２ 】
基 板 上 に 積 層 さ れ た 第 一 の カ ソ ー ド と 、 第 一 の 有 機 Ｅ Ｌ 層 と 、 第 一 の ア ノ ー ド と 、 第 二 の
カ ソ ー ド と 、 第 二 の 有 機 Ｅ Ｌ 層 と 、 第 二 の ア ノ ー ド と を 有 し 、 さ ら に 、 前 記 第 一 の カ ソ ー
ド と 前 記 第 二 の ア ノ ー ド と が 第 一 の 電 極 端 子 に 接 続 さ れ 、 前 記 第 一 の ア ノ ー ド と 前 記 第 二
の カ ソ ー ド と が 第 二 の 電 極 端 子 に 接 続 さ れ た 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 の 前 記 第 一 の 電 極
端 子 と 前 記 第 二 の 電 極 端 子 の 間 に 一 定 周 期 毎 に 正 負 が 反 転 す る 映 像 信 号 を 印 加 す る 有 機 Ｅ
Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
基 板 上 に 積 層 さ れ た 第 一 の カ ソ ー ド と 、 第 一 の 有 機 Ｅ Ｌ 層 と 、 第 一 の ア ノ ー ド と 、 第 二 の
カ ソ ー ド と 、 第 二 の 有 機 Ｅ Ｌ 層 と 、 第 二 の ア ノ ー ド と を 有 す る 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子
で あ っ て 、 前 記 第 一 の カ ソ ー ド 及 び 前 記 第 二 の ア ノ ー ド が 接 続 さ れ た 第 一 の 電 極 端 子 と 、
前 記 第 一 の ア ノ ー ド 及 び 前 記 第 二 の カ ソ ー ド が 接 続 さ れ た 第 二 の 電 極 端 子 と 、 を 備 え る 有
機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 。
【 請 求 項 ４ 】
基 板 上 に 積 層 さ れ た 第 一 の カ ソ ー ド と 、 第 一 の 有 機 Ｅ Ｌ 層 と 、 第 一 の ア ノ ー ド と 、 第 二 の
カ ソ ー ド と 、 第 二 の 有 機 Ｅ Ｌ 層 と 、 第 二 の ア ノ ー ド と を 有 す る 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子
で あ っ て 、 前 記 第 一 の カ ソ ー ド 及 び 前 記 第 二 の ア ノ ー ド が 接 続 さ れ た 第 一 の 電 極 端 子 と 、
前 記 第 一 の ア ノ ー ド 及 び 前 記 第 二 の カ ソ ー ド が 接 続 さ れ た 第 二 の 電 極 端 子 と の 間 に 、 交 流
信 号 を 印 加 す る 駆 動 回 路 を 備 え る 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 。
【 請 求 項 ５ 】
基 板 上 に 積 層 さ れ た 第 一 の カ ソ ー ド と 、 第 一 の 有 機 Ｅ Ｌ 層 と 、 第 一 の ア ノ ー ド と 、 第 二 の
カ ソ ー ド と 、 第 二 の 有 機 Ｅ Ｌ 層 と 、 第 二 の ア ノ ー ド と を 有 す る 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子
で あ っ て 、 前 記 第 一 の カ ソ ー ド 及 び 前 記 第 二 の ア ノ ー ド が 接 続 さ れ た 第 一 の 電 極 端 子 と 、
前 記 第 一 の ア ノ ー ド 及 び 前 記 第 二 の カ ソ ー ド が 接 続 さ れ た 第 二 の 電 極 端 子 と の 間 に 、 一 定
周 期 毎 に 正 負 が 反 転 す る 映 像 信 号 を 印 加 す る 駆 動 回 路 を 備 え る 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子
。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 ５ に 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 に お い て 、 前 記 一 定 周 期 は 映 像 信 号 の 垂 直 同
期 信 号 又 は 水 平 同 期 信 号 毎 で あ る こ と を 特 徴 と す る 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス （ 以 後 、 「 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 」 を 「 Ｅ Ｌ 」
と 略 記 。 ） デ ィ ス プ レ イ 素 子 の 駆 動 方 法 及 び 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 の 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 は ガ ラ ス 基 板 上 に ア ノ ー ド 、 有 機 Ｅ Ｌ 層 、 カ ソ ー ド が 順
次 積 層 さ れ て い た 。 こ の よ う な 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 を 直 流 駆 動 す る と 、 有 機 Ｅ Ｌ 層
に キ ャ リ ア が 蓄 積 さ れ て 有 機 材 料 の 結 晶 化 を 促 し 、 寿 命 短 縮 の 原 因 と な っ て い た 。 そ の 対
策 と し て 、 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 を 交 流 駆 動 す る 方 法 が あ る 。 し か し 、 交 流 駆 動 さ れ
た 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 は 交 流 の う ち 、 負 の 半 周 期 は 発 光 し な い た め 、 輝 度 が 低 下 し
て し ま う 。
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【 ０ ０ ０ ３ 】
一 方 、 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 を 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 素 子 と 共 通 の 駆 動 回 路 で 駆 動 す る た
め に 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 素 子 と 同 じ よ う に 交 流 駆 動 す る 方 法 （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。
） が 開 示 さ れ て い る 。 こ の 方 法 は ち ら つ き を 防 止 す る た め に 、 通 常 の 液 晶 よ り も 早 い 周 波
数 で １ 枚 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル を 交 流 駆 動 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ５ ８ ７ ８ ９ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ を 正 電 圧 で 駆 動 す る と 、 有 機 材 料 の 結 晶 化 が 進 み 寿 命 が 短 く な る 。
そ こ で 、 有 機 材 料 の 結 晶 化 を 防 止 す る た め 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ の 交 流 駆 動 方 法 及 び 有 機
Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。 ま た 、 単 な る 交 流 駆 動 方 法 を 適 用 す
る と 、 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 が 半 周 期 し か 発 光 し な い た め に 、 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ
素 子 の 輝 度 が 低 下 し て し ま う 。 そ の た め 、 交 流 駆 動 さ れ た 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 の 輝
度 の 低 下 を 防 止 す る こ と も 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 願 第 一 の 発 明 は 、 基 板 上 に 積 層 さ れ た 第 一 の カ ソ ー ド と 、
第 一 の 有 機 Ｅ Ｌ 層 と 、 第 一 の ア ノ ー ド と 、 第 二 の カ ソ ー ド と 、 第 二 の 有 機 Ｅ Ｌ 層 と 、 第 二
の ア ノ ー ド と を 有 し 、 さ ら に 、 前 記 第 一 の カ ソ ー ド と 前 記 第 二 の ア ノ ー ド と が 第 一 の 電 極
端 子 に 接 続 さ れ 、 前 記 第 一 の ア ノ ー ド と 前 記 第 二 の カ ソ ー ド と が 第 二 の 電 極 端 子 に 接 続 さ
れ た 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 の 前 記 第 一 の 電 極 端 子 と 前 記 第 二 の 電 極 端 子 の 間 に 交 流 信
号 を 印 加 す る 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 の 駆 動 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 願 第 二 発 明 は 、 基 板 上 に 積 層 さ れ た 第 一 の カ ソ ー ド と 、 第 一 の 有 機 Ｅ Ｌ 層 と 、 第 一 の ア
ノ ー ド と 、 第 二 の カ ソ ー ド と 、 第 二 の 有 機 Ｅ Ｌ 層 と 、 第 二 の ア ノ ー ド と を 有 し 、 さ ら に 、
前 記 第 一 の カ ソ ー ド と 前 記 第 二 の ア ノ ー ド と が 第 一 の 電 極 端 子 に 接 続 さ れ 、 前 記 第 一 の ア
ノ ー ド と 前 記 第 二 の カ ソ ー ド と が 第 二 の 電 極 端 子 に 接 続 さ れ た 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子
の 前 記 第 一 の 電 極 端 子 と 前 記 第 二 の 電 極 端 子 の 間 に 一 定 周 期 毎 に 正 負 が 反 転 す る 映 像 信 号
を 印 加 す る 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 の 駆 動 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 願 第 三 発 明 は 、 基 板 上 に 積 層 さ れ た 第 一 の カ ソ ー ド と 、 第 一 の 有 機 Ｅ Ｌ 層 と 、 第 一 の ア
ノ ー ド と 、 第 二 の カ ソ ー ド と 、 第 二 の 有 機 Ｅ Ｌ 層 と 、 第 二 の ア ノ ー ド と を 有 す る 有 機 Ｅ Ｌ
デ ィ ス プ レ イ 素 子 で あ っ て 、 前 記 第 一 の カ ソ ー ド 及 び 前 記 第 二 の ア ノ ー ド が 接 続 さ れ た 第
一 の 電 極 端 子 と 、 前 記 第 一 の ア ノ ー ド 及 び 前 記 第 二 の カ ソ ー ド が 接 続 さ れ た 第 二 の 電 極 端
子 と 、 を 備 え る 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 願 第 四 発 明 は 、 基 板 上 に 積 層 さ れ た 第 一 の カ ソ ー ド と 、 第 一 の 有 機 Ｅ Ｌ 層 と 、 第 一 の ア
ノ ー ド と 、 第 二 の カ ソ ー ド と 、 第 二 の 有 機 Ｅ Ｌ 層 と 、 第 二 の ア ノ ー ド と を 有 す る 有 機 Ｅ Ｌ
デ ィ ス プ レ イ 素 子 で あ っ て 、 前 記 第 一 の カ ソ ー ド 及 び 前 記 第 二 の ア ノ ー ド が 接 続 さ れ た 第
一 の 電 極 端 子 と 、 前 記 第 一 の ア ノ ー ド 及 び 前 記 第 二 の カ ソ ー ド が 接 続 さ れ た 第 二 の 電 極 端
子 と の 間 に 、 交 流 信 号 を 印 加 す る 駆 動 回 路 を 備 え る 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 願 第 五 発 明 は 、 基 板 上 に 積 層 さ れ た 第 一 の カ ソ ー ド と 、 第 一 の 有 機 Ｅ Ｌ 層 と 、 第 一 の ア
ノ ー ド と 、 第 二 の カ ソ ー ド と 、 第 二 の 有 機 Ｅ Ｌ 層 と 、 第 二 の ア ノ ー ド と を 有 す る 有 機 Ｅ Ｌ
デ ィ ス プ レ イ 素 子 で あ っ て 、 前 記 第 一 の カ ソ ー ド 及 び 前 記 第 二 の ア ノ ー ド が 接 続 さ れ た 第
一 の 電 極 端 子 と 、 前 記 第 一 の ア ノ ー ド 及 び 前 記 第 二 の カ ソ ー ド が 接 続 さ れ た 第 二 の 電 極 端
子 と の 間 に 、 一 定 周 期 毎 に 正 負 が 反 転 す る 映 像 信 号 を 印 加 す る 駆 動 回 路 を 備 え る 有 機 Ｅ Ｌ
デ ィ ス プ レ イ 素 子 で あ る 。
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【 ０ ０ １ １ 】
本 願 第 六 発 明 は 、 本 願 第 五 発 明 の 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 に お い て 、 前 記 一 定 周 期 は 映
像 信 号 の 垂 直 同 期 信 号 又 は 水 平 同 期 信 号 毎 で あ る こ と を 特 徴 と す る 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ
素 子 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
（ 実 施 の 形 態 １ ）
本 発 明 の 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 の 構 成 を 図 １ に 示 す 。 図 １ は 本 発 明 の 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス
プ レ イ 素 子 の 断 面 図 で あ っ て 、 本 発 明 の 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 の 駆 動 方 法 も 同 時 に 説
明 す る 図 で あ る 。 図 １ に お い て 、 １ は 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 、 １ ０ は 基 板 、 １ １ は 第
一 の カ ソ ー ド 、 １ ２ は 第 一 の 有 機 Ｅ Ｌ 層 、 １ ３ は 第 一 の ア ノ ー ド 、 １ ４ は 第 二 の カ ソ ー ド
、 １ ５ は 第 二 の 有 機 Ｅ Ｌ 層 、 １ ６ は 第 二 の ア ノ ー ド 、 ２ １ は 第 一 の 電 極 端 子 、 ２ ２ は 第 二
の 電 極 端 子 、 ２ ３ は 交 流 駆 動 回 路 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
基 板 １ ０ の 上 に 第 一 の カ ソ ー ド １ １ 、 第 一 の 有 機 Ｅ Ｌ 層 １ ２ 、 第 一 の ア ノ ー ド １ ３ 、 第 二
の カ ソ ー ド １ ４ 、 第 二 の 有 機 Ｅ Ｌ 層 １ ５ 、 第 二 の ア ノ ー ド １ ６ と 順 に 積 層 す る 。 こ の よ う
に 、 １ の 基 板 １ ０ に 二 つ の 発 光 機 能 を 持 つ 部 材 を 積 層 す る こ と に よ っ て 、 ２ 枚 の 有 機 Ｅ Ｌ
デ ィ ス プ レ イ 素 子 を 重 ね て 使 用 す る よ り も 、 薄 く か つ 、 画 素 ず れ の な い 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ
レ イ 素 子 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
第 一 の 有 機 Ｅ Ｌ 層 １ ２ 又 は 第 二 の 有 機 Ｅ Ｌ 層 １ ５ で 発 光 し た 光 を 基 板 １ ０ の 側 か ら 出 射 さ
せ る と き は 、 基 板 １ ０ の 材 料 は ガ ラ ス 基 板 、 透 明 な フ レ キ シ ブ ル 基 板 、 又 は 透 明 樹 脂 が 選
択 さ れ 、 ま た 、 第 一 の カ ソ ー ド １ １ 、 第 一 の ア ノ ー ド １ ３ 、 及 び 第 二 の カ ソ ー ド １ ４ に は
透 明 電 極 が 使 用 さ れ る 。 基 板 １ ０ と 反 対 側 か ら 出 射 さ せ る と き は 、 基 板 １ ０ と 透 明 で あ る
必 要 は な い が 、 第 一 の ア ノ ー ド １ ３ 、 第 二 の カ ソ ー ド １ ４ 、 及 び 第 二 の ア ノ ー ド １ ６ に は
透 明 電 極 が 使 用 さ れ る 。 両 面 か ら 出 射 さ せ る と き は 、 基 板 １ ０ の 材 料 は ガ ラ ス 基 板 、 透 明
な フ レ キ シ ブ ル 基 板 、 又 は 透 明 樹 脂 が 選 択 さ れ 、 ま た 、 第 一 の カ ソ ー ド １ １ 、 第 一 の ア ノ
ー ド １ ３ 、 第 二 の カ ソ ー ド １ ４ 、 及 び 第 二 の ア ノ ー ド １ ６ と も 透 明 電 極 が 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
第 一 の カ ソ ー ド １ １ の 第 一 の 有 機 Ｅ Ｌ 層 １ ２ に 接 す る 面 、 又 は 第 二 の カ ソ ー ド １ ４ の 第 二
の 有 機 Ｅ Ｌ 層 １ ５ に 接 す る 面 に は 電 子 の 注 入 を 効 率 的 に す る た め に 電 子 輸 送 層 、 電 子 注 入
層 が 設 け ら れ る こ と が あ る 。 第 一 の ア ノ ー ド １ ３ の 第 一 の 有 機 Ｅ Ｌ 層 １ ２ に 接 す る 面 、 又
は 第 二 の ア ノ ー ド １ ６ の 第 二 の 有 機 Ｅ Ｌ 層 １ ５ に 接 す る 面 に は ホ ー ル の 注 入 を 効 率 的 に す
る た め に ホ ー ル 輸 送 層 、 ホ ー ル 注 入 層 が 設 け ら れ る こ と が あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
第 一 の カ ソ ー ド １ １ 及 び 第 二 の ア ノ ー ド １ ６ は 共 に 第 一 の 電 極 端 子 ２ １ に 接 続 さ れ 、 第 一
の ア ノ ー ド １ ３ 及 び 第 二 の カ ソ ー ド １ ４ は 共 に 第 二 の 電 極 端 子 ２ ２ に 接 続 さ れ る 。 こ の よ
う に 、 電 極 端 子 を 共 通 化 す る こ と に よ っ て 、 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 １ か ら 外 部 に 取 り
出 す 電 極 数 を 半 減 す る こ と が で き る 。 接 続 を 容 易 に す る た め に 、 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素
子 １ の 外 部 で 接 続 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
こ の よ う な 構 成 の 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 １ の 第 一 の 電 極 端 子 ２ １ と 第 二 の 電 極 端 子 に
交 流 駆 動 回 路 ２ ３ か ら 交 流 信 号 を 印 加 す る 。 印 加 す る 交 流 信 号 を 図 ２ に 示 す 。 図 ２ は 矩 形
波 の 交 流 信 号 ３ １ を 印 加 す る 場 合 で あ る 。 図 ２ に 示 す よ う な 正 負 の 反 転 す る 交 流 信 号 を 図
１ に 示 す 第 一 の 電 極 端 子 と 第 二 の 電 極 端 子 と の 間 に 印 加 す る と 、 第 一 の 有 機 Ｅ Ｌ 層 １ ２ と
第 二 の 有 機 Ｅ Ｌ 層 １ ５ が 交 互 に 発 光 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
従 っ て 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 を 交 流 駆 動 し て も 、 第 一
の 有 機 Ｅ Ｌ 層 １ ２ 又 は 第 二 の 有 機 Ｅ Ｌ 層 １ ５ の い ず れ か が 発 光 し て い る た め 、 輝 度 を 保 つ
こ と が で き た 。 ま た 、 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 を 交 互 に 駆 動 す る こ と に よ っ て 、 発 光 期
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間 を 半 分 に し て 長 寿 命 化 を 図 れ る ば か り で な く 、 交 互 に 負 電 圧 を 印 加 す る こ と に よ っ て 、
有 機 Ｅ Ｌ 層 の 有 機 材 料 が 結 晶 化 す る こ と を 防 止 す る こ と が 可 能 と な る た め 、 さ ら な る 長 寿
命 化 を 図 る こ と が で き た 。
【 ０ ０ １ ９ 】
（ 実 施 の 形 態 ２ ）
本 実 施 の 形 態 は 、 図 １ の 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 １ の 第 一 の 電 極 端 子 ２ １ と 第 二 の 電 極
端 子 ２ ２ に 映 像 信 号 を 印 加 す る 場 合 で あ る 。 図 ３ は 、 映 像 信 号 の 概 要 を 示 す 。 図 ３ に お い
て 、 ３ ５ は 帰 線 期 間 、 ３ ６ は 走 査 期 間 、 ３ ７ は 水 平 同 期 信 号 で あ る 。 帰 線 期 間 ３ ５ は 水 平
信 号 と 次 の 水 平 信 号 と の 間 の 休 止 期 間 で 、 そ の 休 止 期 間 に は 水 平 同 期 信 号 ３ ７ が 付 加 さ れ
て い る 。 水 平 同 期 信 号 ３ ７ は 映 像 の 開 始 の 起 点 と な る も の で あ る 。 走 査 期 間 ３ ６ に は 映 像
の 強 弱 を 表 す 信 号 が 重 畳 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 ４ は 、 図 ３ の 信 号 か ら 映 像 信 号 を 抽 出 し 、 水 平 同 期 信 号 毎 に 極 性 を 反 転 し た も の で あ る
。 図 ４ の 信 号 を 図 １ の 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 １ の 第 一 の 電 極 端 子 ２ １ と 第 二 の 電 極 端
子 ２ ２ に 印 加 す る 。 映 像 信 号 の 場 合 は 、 第 一 の 電 極 端 子 と 第 二 の 電 極 端 子 は 、 画 素 マ ト リ
ク ス の 水 平 方 向 と 垂 直 方 向 に 従 っ て そ れ ぞ れ 複 数 配 置 す る こ と に な る 。 図 ４ の 信 号 極 性 に
従 っ て 、 第 一 の 有 機 Ｅ Ｌ 層 が 発 光 し て い る 期 間 と 第 二 の 有 機 Ｅ Ｌ 層 が 発 光 し て い る 期 間 が
交 互 に 表 れ る 。 こ の た め 、 い ず れ か の 有 機 Ｅ Ｌ 発 光 層 で 発 光 す る こ と に な る た め 、 画 質 の
劣 化 や 輝 度 の 劣 化 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
１ つ の 垂 直 同 期 信 号 と 次 の 垂 直 同 期 信 号 の 期 間 内 に 水 平 同 期 信 号 が 偶 数 だ け 配 置 さ れ て い
る と 、 水 平 同 期 信 号 毎 に 極 性 を 反 転 さ せ た 場 合 で も 、 ｎ （ ｎ は 正 整 数 ） 番 目 の 水 平 方 向 の
極 性 と ｎ ＋ １ 番 目 の 水 平 方 向 の 極 性 は 反 転 す る が 、 そ れ ぞ れ の 水 平 方 向 の 極 性 は 常 に 同 じ
と な る 。 し か し 、 １ つ の 垂 直 同 期 信 号 と 次 の 垂 直 同 期 信 号 の 期 間 内 に 水 平 同 期 信 号 が 奇 数
だ け 配 置 さ れ て い る と 、 次 の 垂 直 同 期 信 号 か ら は 、 第 一 の 有 機 Ｅ Ｌ 層 と 第 二 の 有 機 Ｅ Ｌ 層
の 発 光 す る 順 番 が 入 れ 替 わ る た め 、 そ れ ぞ れ の 有 機 Ｅ Ｌ 層 の 水 平 方 向 の 画 素 は 垂 直 同 期 信
号 毎 に 負 電 圧 が 印 加 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ま た 、 垂 直 同 期 信 号 毎 に 極 性 を 反 転 し た 映 像 信 号 を 印 加 す る と 、 １ の 垂 直 同 期 信 号 と 次 の
垂 直 同 期 信 号 の 期 間 内 に 水 平 同 期 信 号 が 偶 数 だ け 配 置 さ れ て い て も 、 垂 直 同 期 信 号 ご と に
第 一 の 有 機 Ｅ Ｌ 層 と 第 二 の 有 機 Ｅ Ｌ 層 と を 順 番 に 発 光 さ せ 、 順 番 に 負 電 圧 を 印 加 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
な お 、 図 ３ 、 図 ４ で は 白 黒 信 号 に つ い て 説 明 し た が 、 カ ラ ー 信 号 で あ っ て も 同 様 で あ る 。
Ｒ （ 赤 色 ） 、 Ｇ （ 緑 色 ） 、 Ｂ （ 青 色 ） に 分 離 さ れ た 映 像 信 号 を 該 当 す る 電 極 端 子 に 接 続 す
れ ば よ い 。 ま た 、 こ こ で は 、 水 平 同 期 信 号 又 は 水 平 同 期 信 号 を 一 定 周 期 毎 の ト リ ガ ー と し
た が 、 他 の 一 定 周 期 毎 に 現 れ る 信 号 を 利 用 し て 映 像 信 号 を 反 転 さ せ て も 同 じ 効 果 が 得 ら れ
る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
従 っ て 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 に 一 定 周 期 毎 に 正 負 が 反
転 す る 映 像 信 号 を 印 加 し て も 、 第 一 の 有 機 Ｅ Ｌ 層 １ ２ 又 は 第 二 の 有 機 Ｅ Ｌ 層 １ ５ の い ず れ
か が 発 光 し て い る た め 、 輝 度 を 保 つ こ と が で き た 。 ま た 、 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 に 一
定 周 期 毎 に 正 負 が 反 転 す る 映 像 信 号 を 印 加 す る こ と に よ っ て 、 発 光 期 間 を 半 分 に し て 長 寿
命 化 を 図 れ る ば か り で な く 、 交 互 に 負 電 圧 を 印 加 す る こ と に よ っ て 、 有 機 Ｅ Ｌ 層 の 有 機 材
料 が 結 晶 化 す る こ と を 防 止 す る こ と が 可 能 と な る た め 、 さ ら な る 長 寿 命 化 を 図 る こ と が で
き た 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 有 機 Ｅ Ｌ 層 の 有 機 材 料 が 結 晶 化 す る こ と を 防 止 し つ
つ 、 輝 度 を 保 っ て 発 光 さ せ る こ と が 可 能 と な り 、 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 の 長 寿 命 化 が
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期 待 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 願 発 明 の 実 施 形 態 を 示 す 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 の 構 成 を 説 明 す る 図 。
【 図 ２ 】 本 願 発 明 の 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 に 印 加 す る 交 流 信 号 と 発 光 状 況 を 説 明 す る
図 。
【 図 ３ 】 本 願 発 明 の 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 に 適 用 す る 映 像 信 号 を 説 明 す る 図 。
【 図 ４ 】 本 願 発 明 の 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 に 印 加 す る 映 像 信 号 と 発 光 状 況 を 説 明 す る
図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ： 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子
１ ０ ： 基 板
１ １ ： 第 一 の カ ソ ー ド
１ ２ ： 第 一 の 有 機 Ｅ Ｌ 層
１ ３ ： 第 一 の ア ノ ー ド
１ ４ ： 第 二 の カ ソ ー ド
１ ５ ： 第 二 の 有 機 Ｅ Ｌ 層
１ ６ ： 第 二 の ア ノ ー ド
２ １ ： 第 一 の 電 極 端 子
２ ２ ： 第 二 の 電 極 端 子
２ ３ ： 交 流 駆 動 回 路
３ １ ： 印 加 す る 交 流 信 号
３ ５ ： 帰 線 期 間
３ ６ ： 走 査 期 間
３ ７ ： 水 平 同 期 信 号
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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